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編　集　後　記

お茶の水女子大学ジェンダー研究センサー年報『ジェンダー研究』第11号が無事刊行の運びとなっ
た。執筆者の方々、査読の先生方、校正をお願いした方々、IGSスタッフの皆様、編集委員の先生方な
ど、本号刊行にご協力いただいた方々に、深くお礼申し上げたい。
今号では、昨年度のIGS客員教授でいらしたハイディ・ゴットフリード先生（ウェイン州立大学准教
授）と、本年度のIGS客員研究員でいらっしゃる菅野琴先生（前駐ネパールユネスコ代表、カトマンズ
事務所長）からご寄稿いただくことが出来た。ゴットフリード先生の論文は、昨年のIGSセミナーで講
演いただいた「労働に関するフェミニスト政治学」を中心に執筆いただいた。菅野先生にも、やはり本
年度のIGSセミナーで講演いただいた「ネパールの女子教育についてのユネスコの取り組み」について
執筆いただいた。
また、研究論文としては、５本もの若手研究者の方々の論文を掲載することが出来た。内容としては、
まず、文学系論文を２本掲載することが出来たことは、文学研究者として嬉しく思うと同時に、倉田氏
の日本文学における「老い」の問題、中川氏の英文学におけるジェンダー表現、升野氏の高等学校の教
科書における男女差の問題、佐藤氏のアメリカの議論を中心とした同性パートナーシップの問題、シン
氏の韓国における女性運動についてなど、幅広い分野と文化に関する論文を掲載することが出来たこと
は、大変に喜ばしいことであると感じている。
研究プロジェクト報告としては、私が取り組んでいる、『明治女性翻訳文学』に関する研究で用いて
いる、主に北米で論じられる「トランスレーション・スタディーズ」の理論的枠組みについて触れてい
る。この理論のような、これまで見逃されてきた文学分野に新たな価値を与え、再評価する、というこ
とが、近年の文学理論の中心的役割のひとつであると言える。そして、その「再評価」の姿勢は、文学
だけでなく、さまざまな女性やマイノリティーの文化に応用できる、また、されるべき視点であり、今
回、研究プロジェクト報告として、紹介しておきたいと考えた。
書評としては、アジア、北米、日本という３つの文化地域についての著作を紹介することができた。
今号は、編集事務局の理想として「多様な文化圏におけるジェンダーのあり方」をテーマにしたい、
と考えていた。結果として、３本の英文論文、国際色豊かな菅野先生やシン研究員の論文、翻訳著書に
関する森先生の書評などを掲載することが出来、その理想を実現することが出来たのではないかと考え
ている。そうであるとすれば、昨今のグローバリゼーションの時代において、『ジェンダー研究』がそ
の流れをしっかり受けとめ、時代と共に進化、発展していることは、何より喜ばしいことである。
最後に、今号の刊行にご尽力いただいた皆様に改めて感謝申し上げると共に、今後とも『ジェンダー
研究』への支援、協力をお願い申し上げたい。

編集事務局　山出　裕子（研究機関研究員）
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